
令
和
６
年
度
投
稿 

  

俳
句 

（
十
一
月
） 

  

菊
の
香
を 

ま
と
ふ
身
体
と 

し
て
め
ぐ
る 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
仙
巌
園 

児
島 

豊
） 

秋
空
を 

花
も
彩
る 

菊
ま
つ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
仙
巌
園 

濵
崎
雅
人
） 

さ
ざ
な
み
が 

遠
く
聞
こ
え
る 

砂
湯
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 

ね
お
） 

近
頃
の 

夜
の
お
か
ず
は 

さ
く
ら
じ
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 

パ
セ
リ
帝
国
） 

秋
風
に 

頬
を
赤
ら
め 

桜
島 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
城
山 

は
る
た
ん
４
４
歳
） 

        



川
柳 

（
十
一
月
） 

 

錦
江
湾 
湾
を
ワ
ン
と 

呼
ぶ
我
が
お
嫁 

（
仙
巌
園 

 

延
岡
か
ら
き
ま
し
た
） 

 

麦
生
田
の 

ゴ
ー
カ
ー
ト
対
決 

負
け
運
転 

（
城
山 

ね
お
） 

    

短
歌 

（
十
一
月
） 

 

日
の
本
に 

○
○
富
士
は 

数
あ
れ
ど 

 

秀
麗
一
は 

薩
摩
富
士
な
り 

（
仙
巌
園 

濵
崎
雅
人
） 

秋
空
に 

噴
煙
上
げ
て 

佇
む
は 

 

菊
を
纏
い
し 

桜
島
な
り 

（
仙
巌
園 

濵
崎
雅
人
） 



二
分
咲
き
の 

黄
色
菊
に 

形
取
ら
れ 

 

 
満
開
を
待
つ 

三
重
の
塔 

（
仙
巌
園 

 

加
治
木
の
浜
ち
ゃ
ん
） 

 

西
郷
（
せ
ご
）
ど
ん
の 
息
吹
感
じ
る 

終
焉
地 

 

夕
日
輝
く 

桜
島
の
秋 

（
城
山 

三
輪
尋
子
） 

 

い
つ
ま
で
も 

上
手
く
な
ら
な
い 

自
撮
り 

雲
と
一
緒
に 

ボ
ヤ
け
た
桜
島 

（
城
山 
字
余
り
足
ら
ず
） 

   

 

 

 

 

 


